
田
ム
ガ
ル
帝
国

テ
ィ
ム
ー
ル
の
子
孫
、
イ
ン
ド
の

地
で
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
を
再
興

北
イ
ン
ド
で
は
、

‐３
世
紀
以
来
、
デ
リ
ー
＝
ス

ル
タ
ン
朝
と
よ
ば
れ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の
５
王
朝

が
興
亡
を
く
り
返
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
イ
ン
ド
支

ア
ム
リ
ッ
ト
サ
ル
ｏ

■

．）
　

　

　

レ
。ラホー

配
を
進
め
て
い
た
。

１
５
２
６
年
、
ア
ィ
ム
ー
ル
の
子
孫
バ
ー
ブ
ル

は
、
北
イ
ン
ド
に
進
出
し
デ
リ
ー
を
占
領
、ム
ガ

ル
帝
国
を
建
て
た
。
ム
ガ
ル
と
は
モ
ン
コ̈
ル
の
意

で
、
バ
ー
ぃフ
ル
が
モ
ン
ゴ
ル
出
中国
（Ｐ
６４
参
照
）
の
復

興
を
企
図
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

ト
ウ
ン
グ
ー
朝

イ
ン
ド
で
の
モ
ノヽ
ゴ
ル
帝
国
再
興
を

企
図
し
た
ム
ガ
ル
帝
国
だ
が
、

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
に
対
す
る
政
策
を
誤
り
、

衰
退
へ
の
道
を
た
ど
る
。

孫
の
第
３
代
皇
帝
ア
ク
パ
ル
は
、ヒ
ン
ド
ウ

ー
教
徒
と
の
融
和
策
を
と
り
、
ヒ
ン
ド
ウ
ー
教

徒
の
諸
侯
の
娘
と
結
婚
し
た
り
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

教
徒
に
対
す
る
人
頭
税
（ジ
ズ
ヤ
）
を
廃
止
す
る

な
ど
し
た
。
こ
の
時
代
に
は
首
都
を
ア
グ
ラ
に

遷
し
、
帝
国
の
版
図
を
広
げ
た
。

そ
の
後
、
一弔
６
代
皇
帝

ア

ウ
ラ
ン
グ
ゼ
ー
ブ
ま
で
が
ム

ガ
ル
帝
国
の
全
盛
期
で
あ
る
。

ア
ウ
ラ
ン
グ
ゼ
ー
ブ
は
デ
カ
ン

高
原
以
南
の
平
定
を
進
め
た

が
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
に
対
し

て
は
圧
迫
を
加
え
、
人
頭
税

を
復
活
さ
せ
た
り
、
ヒ
ン
ド
ゥ

ー
寺
院
を
破
壊
す
る
な
ど
し

た
た
め
、
や
が
て
帝
国
の
衰
退

を
招
い
た
。

ム
ガ
ル
帝
国
時
代
は
、
イ
ン

ド
の
広

い
範
囲
が
イ
ス
ラ
ー
ム

化
し
、
イ
ンヽ
ド
古
来
の
文
化
と

融
合
し
て
独
自
の
イ
ン
ド
＝
イ

ス
ラ
ー
ム
文
化
が
発
達
し
た
。

第
５
代
皇
帝

シ
ャ
ー
＝
ジ
ヤ
八

―
ン
が
亡
き
愛
妃
の
た
め
に

ア
グ
ラ
郊
外
に
建
て
た
タ
ー

ジ
＝
マ
ハ
ル
は
、
フ」
の
時
代
の

代
表
的
な
イ
ス
ラ
ー
ム
建
築

と
し
て
有
名
で
、
子
ネ
ス
コ
の

世
界
文
化
遺
産
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。

２
度
復
活
し
た
？

モ
ン
ゴ
ル
帝
国

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
広
範
囲
を
占
め
る
大
帝

国
を
築
い
た
モ
ン
．コ
ル
は
、
や
が
て
分
裂
し
、

１４

世
紀
後
半
に
は
チ
ャ
ガ
タ
イ
＝
０
ノ
国
の
武
将
だ

っ
た
テ
ィ
ム
ー
ル
が
テ
ィ
ム
ー
ル
帝
国
を
建
て
た
。

テ
ィ
ム
ー
ル
自
身
は
自
ら
を
チ
ン
ギ
ス
＝
↑
ン
の

子
孫
と
称
し
、
モ
ン
．コ
ル
帝
国
を
復
興
さ
せ
る
意

図
を
も
っ
て
い
た
と
い
つ
。

早今
ム
ー
ル
は
破
竹
の
勢
い
で
近
隣
諸
国
を
征

服
す
る
。
バ
グ
ダ
ッ
ド
を
制
圧
し
て
イ
ル
＝
ハ
ン

国
の
旧
領
土
を
併
合
し
た
の
ち
、
キ
プ
チ
ャ
ク
＝

ハ
ン
国
や
イ
ン
ド
に
も
侵
入
、
さ
ら
に
ア
ン
カ
ラ

の
戦
い
で
オ
ス
了
ノ
朝
軍
に
勝
利
を
お
さ
め
、
明

へ
の
遠
征
途
上
で
病
没
す
る
。

テ
ィ
ム
ー
ル
帝
国
、
ム
ガ
ル
帝
回
は
、
共
に
モ

ン
コ̈
ル
帝
国
の
復
興
を
目
ざ
し
て
大
帝
国
を
建

て
た
も
の
で
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
は
２
度
に
わ
た
っ

て
復
活
し
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

れたピ
珈

勲
”。

ンア

第3代皇帝アクパルは北インドからアフガ
ニスタンまでの広大な地域を征月晨し、さら
に第6代のアウラングゼープはデカン高
原を平定して領土を最大にした。

六ヽこ
'レ

高原

Kラート   
力゙~ブル

アフガニスタン

カンダノヽリレ

°
トリレフアン

カシュガル=ハン国

1526年

チベット

娠>レタ
菫
「

デリー ネ′`■
'J・

:

_●アグラ

Zかヽ
゛、´
ネカノ

ムガル帝国 カルカィタ
1 1526～ 1858年 。インド史上最大

のイスラーム国家。当初はデリーを

首都とし、のちにアグラに遷都した。

デ 。ハイデラバニド ベ ン ガ ル

ヤイロン島

イン ド洋

キプチャク=ハンロ

アラル海
オイラート

卜,レフアン。

サマルカンド
°   。カシュガル 明

アチェ

スマトラ島

地中:バグをドテイ1尾軍
国

L´

チベット◇カイロ

マムルーク朝

ホr

アラビア半島
海

インド

アラビア海

儡 シク教
輻鵜議舅銹が幕⑮輛恣あ鐵増繁勇健絣肥郷 Z讐〔駆握讃じ整素51馨許理ポ

:シ ク教徒からきている。総本山はインド北部のアムリットサルにある。

フマユーン廟

第2代皇帝フマユーンを

しのび、后の八―ジ=ベ

グムが 1565年 に建立

した庭園墓廟。

ボンベイ
°

ア ラ ビ ア 海

ゴアの聖堂と修道院

1510年 にゴアを占領し

たポルトガルは、キリスト

教布教のため、ボム=ジェ

ズ聖堂や、聖フランシスコ

修道院などを建てた。

タージ=マハル、アグラ城塞

1632～ 53年、第5代皇帝シ

ャー=ジャ八―ンは霊廟タージ

=マ八ルを建設。アグラ城塞は、

第3代皇帝アクバルが1565
年から建設を始めた。
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